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研究成果の概要（和文）： BOPビジネスの直面しやすい課題と，その課題を克服するマネジメントについて，新
ビジネスモデル創造とソーシャル・アントレプレナーシップという鍵概念に着目して実証研究を行った。BOPビ
ジネスのマーケティング上の課題については，コレクティブ・インパクト手法を用いること，社内の資源獲得競
争にといては，環境変化に合せた正当化行動を駆使する必要があること，BOPビジネスの起点によりビジネスモ
デル創造に要する時間が異なりやすいこと，攻めと守りのソーシャル・アントレプレナーシップを両立して発揮
する必要があることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：  This research investigates the challenges BOP businesses face and 
management to handle with them from the viewpoint of business model creation and social 
entrepreneurship. There are some challenges related the marketing of BOP business, resource 
acquisition and time management. Social entrepreneurship on BOP business is required to take 
advantage of legitimated behavior according to environmental change.

研究分野：経営学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　BOPビジネスが直面しやすい課題を，類型化軸とともに整理して提示するとともに，その課題解決のマネジメ
ントをビジネスモデルおよびソーシャル・アントレプレナーシップの視座から検討することで，コレクティブ・
インパクト，正当化行動，攻めと守りのソーシャル・アントレプレナーシップという理論的かつ実践的インプリ
ケーションを導出することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
ソーシャル・ビジネスや CSV（Creating Shared Value：企業と社会の共通価値の創造）の概
念と実践は，広がりを見せている。その一形態に，BOPビジネスがある。2009年が日本の「BOP
ビジネス元年」と呼ばれ，経済産業省，国際協力機構（JICA），日本貿易振興機構（JETRO）等
が連携して，BOP ビジネスを包括的に支援するスキームが整えられてきた。それとともに，日
本企業の BOP ビジネス実践例は増加しているが，一方で現場では多くの課題が噴出している。 
日本企業の BOPビジネスの事例調査を進める中で，現場（BOPサイトや企業本体）で課題が
山積していることに気づいた。しかしながら，アカデミックの分野で，BOP ビジネスの課題に
ついて本格的に論じているものは，Olsen and Boxenbaum(2009)に限られている。彼らは，BOP
ビジネスが，当初喧伝されたような成果をあげていないことを指摘して，その理由を組織構造上
の問題という限定された視点でのみ分析している。 
本研究では，現実にはそれ以外にも山積している BOPビジネスの課題群が整理されていない
現状について，それら課題群を明確に整理・分析して，課題群を克服するマネジメントのあり方
を提示するものである。場ごとに生じる課題群（A～C）は，CSVの実現という視点から整理・
分類する。課題克服のマネジメントについては，新ビジネスモデル創造とソーシャル・アントレ
プレナーシップという鍵概念に注目して，戦略，組織，マネジメントの全体像を体系的に分析す
る。 
 
２．研究の目的 

BOP（Base of the Economic Pyramid）ビジネスという言葉が流布して実践例も増加してい
る中，現場では課題が山積している。本研究は，それらの課題についていまだ本格的に検討され
ていない点を問題視して，CSV 実現という観点から課題群の整理と分析を進める。その後，課
題群を克服するマネジメントを考察するために，新ビジネスモデル創造とソーシャル・アントレ
プレナーシップという鍵概念に注目して実証研究を行う。これらの研究をとおして，BOP ビジ
ネスの持続可能な発展に寄与するように，次世代の BOPビジネスモデルの解明に向けて，戦略
面，組織面，マネジメント面を包括した体系的な理論と実践のフレームワークを構築する。 
 
３．研究の方法 
本研究の一連の研究プロセスは，事例調査，コーディングによる質的分析，類型化に基づく比
較事例分析，分析フレームワークの精緻化，仮説発見・検証，理論モデル構築である。①BOP ビ
ジネスを複数軸で類型化して，②類型ごとに直面する課題群の詳細な検討に基づきフレームワ
ークを構築して，③課題群を克服するマネジメント・モデルを解明する。特に CSV,ソーシャル・
アントレプレナーシップ，新ビジネスモデル創造という鍵概念に着目しながら，各ステップの分
析を行う。研究方法は，国内外の多数の事例調査による定性的研究と理論研究の統括が中心とな
った。 
 
４．研究成果 
 本研究では，複数の視座に基づき，BOP ビジネスを複数軸で類型化して，各類型の BOP ビジネ
スが直面する課題を明らかにした。またその課題克服のマネジメント・モデルを，CSV,ソーシャ
ル・アントレプレナーシップ，新ビジネスモデル創造という鍵概念に着目しながら考察している。
以下では，類型の視座（類型軸）ごとに，研究成果をまとめる。 
 
（1）BOP 住民のスタンス 
 BOP 住民が消費者である場合と，生産者になる場合では，直面する課題は大きく異なる。消費
者の場合には，以下の(2)～（3）で比較したため，ここでは，BOP 住民が生産者のケース分析を
行った。具体的には，10 年以上フェアトレードを展開している 12 事業所へのインタビュー調査
と，先行研究の検討を行った．特に現地サイトの生産者団体および仲介組織との信頼関係の構築，
日本市場におけるフェアトレード商品のマーケティングの課題に関しての検討を進めた．日本
市場において，フェアトレード商品の認知・理解度の向上は見られるが，顧客とのコミュニケー
ション戦略には大きな課題が残されており，コレクティブ・インパクト手法を用いたマーケティ
ングの有効性を示唆した． 
 
（2）中小企業と大企業 
 中小企業においては，経営者やオーナーの強力なリーダーシップに基づく BOP ビジネス実践
が中心となり，経営者チームの熱意，戦略やビジネスモデル構築のあり方に大きく依存する。一
方で，大企業においては，コーポレート・ソーシャル・アントレプレナーシップの発揮が不可欠
となる。コーポレート・ソーシャル・アントレプレナーは，大企業内の他の事業群と，資源獲得
競争を行うことになり，相対的に弱いスタンスに陥らざるを得ないという課題を，正当化理論か
ら明らかにした。したがって，環境変化に合せた正当化行動を駆使する必要があり，そのような
コーポレート・ソーシャル・アントレプレナーシップを発揮させるための要件として，CSR 部の
機能再考，人的マネジメントのあり方，組織のミッションおよび寛容度を抽出した。 
 
 



 （3）BOP ビジネスの起点 
 BOP ビジネスの起点に関して，ソーシャル・イノベーション研究における非技術的イノベーシ
ョンと技術的イノベーションの考え方を援用しつつ，ソーシャル・アントレプレナーシップの留
意点を見いだしやすい類型軸として，ニーズ起点型 BOP ビジネスとシーズ起点型 BOP ビジネス
に大別した。両者のビジネスモデル創造上の留意点として，コンセプトとビジネスモデル創造に
ついて，前者が，より早い段階での確立が必要となるのに対して，後者は現地での試行錯誤を繰
り返して時間を要する傾向があることを示唆した。 
 
 （4）ソーシャル・アントレプレナーシップの性質 
 BOP ビジネスを担うソーシャル・アントレプレナーシップには，価値創造を志向する攻めの性
質と，経営プロセスの社会性を担保する守りの性質がある。これまで，戦略的な BOP の社会問題
解決の視点のみが先行しており，その BOP ビジネスの経営プロセスの社会性，倫理性に関する検
討は不十分であることが明らかになった。実践的にも理論的にも，両者の立場から，ソーシャル・
アントレプレナーシップを遂行する必要がある。 
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